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1．札幌市総合交通計画の目的と位置付け 

1－1 計画の目的 

札幌市を含む道央都市圏では、平成 18年度より「道央都市圏総合都市交通体系調査協議

会」を組織し、「第４回道央都市圏パーソントリップ調査」を実施してきました。 

少子高齢化の急速な進展、経済活力の低下、低炭素型都市の実現などの課題のあるなか、

あるべき将来都市像を定め、これらを実現するため、道央都市圏「都市交通マスタープラン」

が平成22年3月に策定されました。 

この策定を受けて、札幌市としてもパーソントリップ調査によって得られたデータを活用

しながら、「第４次札幌市長期総合計画」などの上位計画の趣旨と整合を図り、札幌市独自

の将来交通に対する基本的な考え方を整理するとともに、概ね 10年間の短・中期計画とな

る交通戦略をとりまとめた『札幌市総合交通計画』を策定します。 
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実査

解析

計画検討

●交通施設計画

・道路網

・乗継施設

・駐車場 等

●公共交通計画

・地下鉄

・路線バス

・路面電車 等

●自転車利用

●北海道新幹線

●丘珠空港

など

札幌市総合交通計画

基本方針に係る

内 部 検 討
関係各局の計画及び

施策等との調整・連携

パブリックコメント

『札幌市総合交通計画』 策定

第１編 基本方針 （想定：概ね20年後）

「都市交通マスタープラン」の策定を受け、あるべき

将来都市像の実現に向けて、札幌市独自の交通施策

の具体的展開について、基本的な考え方を整理する。

１．目的と位置付け

２．現況分析と将来推計

３．計画理念

４．基本方針

５．各交通モードの基本的な考え方
交通施設・公共交通・自転車・歩行空間 など

第２編 交通戦略 （想定：概ね10年後）

短・中期における交通課題を解消するために、基本

方針ごとに交通施策を体系化するとともに、実施目標

や評価指標の設定を行う。

１．10年後におけるパッケージ型交通施策

２．実施目標設定及び評価指標の設定

３．ＰＤＣＡサイクルの実施

（次期交通戦略へ反映）
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1－2 計画の位置付け 

平成 22年 3月に道央都市圏「都市交通マスタープラン」が策定され、道央都市圏における
「あるべき将来都市像」の実現に向けた交通に関する基本方針が示されています。 
『札幌市総合交通計画』は、これからの札幌市の都市づくりの指針である「札幌市都市計

画マスタープラン」の趣旨と整合を図りながら、各種まちづくり施策等と連携し、札幌市を

取り巻く様々な課題に対応した将来交通計画であるとともに、より効果的・効率的に事業展

開が図れるよう各種交通施策を体系化（パッケージ化）した総合的な都市交通計画です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交通に関する各種個別計画・指針等 

第 1編 基本方針（概ね 20 年後を想定した将来交通に対する基本的な考え方） 

第 2編 交通戦略（概ね 10 年間の短･中期における交通施策等を体系化） 

札 幌 市 総 合 交 通 計 画 

上 位 計 画 関 連 計 画 

【第４次札幌市長期総合計画】2000年1月策定 

都市交通の将来像は「公共交通を軸とした交通体系
の確立」「適切な自動車交通の実現」「広域ネットワー
クの充実」により、多様な都市活動を維持・創出して
いくことを目指します。 

【都市交通マスタープラン】2010年3月策定 

国・道・各市町のまちづくりに関する上位計画、全
国および道央都市圏の社会情勢などを背景とし、交通
実態調査データの現況分析から浮かび上がった現状
の問題、課題を整理することで、「暮らし」「活力」「環
境」の３つの視点で、目指すべき交通の姿を「道央都
市圏の将来像（計画理念）」として策定されました。 

【札幌市都市計画マスタープラン】2004年3月策定 

これまでの拡大成長期の都市づくりから基本方向
を見直し、『持続可能なコンパクト・シティへの再構
築』を都市づくりの理念としています。 

≪道央都市圏≫ ≪札幌市≫ 


